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主な記事

●ニュースファイル

●今月の技術情報

●理事会だより
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　今回表紙を飾って頂いたのは生振第八組合の宮北義雄さん家族です。
　今年の長芋作付け総面積は50aで種芋としては10a、11月3日から10日
間ほど収穫作業を行います。長男義祐さんがユンボに乗り畝間に溝を慎重に
掘り、宮北さん夫妻は二人で長芋を痛めないように掘上ていました。義雄さ
んが『例年以上に甘み、ねばり、規格の三拍子がとても良く美味しくて規格
外も少なく、良い出来栄えになってくれたよ』と長芋掘り作業中に取材陣に
笑って答えてくれたのがとても印象的でした。取材後に掘上たばかりの長芋
を頂き、早速、トロロで食べてみたところ私が今まで食べてみた物よりは、
とっても甘味が強く美味しく頂かせてもらいました。



　
平
成
２７
年
１１
月
２４
日
に
石
狩
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
石
狩
市
産
業
経
済
功
労
賞
授
賞
式
が

行
わ
れ
、
生
振
第
８
地
区
の
大
嶋
一
美
氏
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
経
歴
と
し
ま
し
て
昭
和
６０
年
か
ら
１４
年

間
、
大
根
生
産
部
会
の
副
会
長
と
会
長
を
歴
任
、
生

振
地
区
の
大
根
生
産
、
共
撰
の
発
展
に
努
め
る
と
と

も
に
、
更
に
平
成
１１
年
か
ら
は
農
業
協
同
組
合
理
事

と
し
て
農
協
運
営
、
農
業
の
発
展
に
１１
年
間
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
２４
年
よ
り
石
狩
市
農
業
所
得

協
力
委
員
会
副
会
長
と
し
て
勤
め
ら
れ
、
石
狩
市
の

農
業
振
興
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

　
永
年
、
多
岐
に
わ
た
り
立
派
に
勤
め
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
　
受
賞
終
了
後
、
当
組
合
に
寄
っ
て
頂
き
、
組
合
長

を
は
じ
め
と
す
る
農
協
役
職
員
、
ま
た
地
域
の
農
業

者
、
石
狩
市
内
の
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ

て
の
受
賞
と
言
う
事
で
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

生
振
第
8
地
区
　
大
嶋 

一
美
氏

石
狩
市
産
業
経
済
功
労
賞
受
賞

第
28
回 

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

　
第
２８
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
１１
月
１１
日
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
道
各
地
か
ら
約
２
３
０
０
人
が
参
加

し
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
２３
名
が
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
『
北
海
道
５
５
０
万

人
と
共
に
創
る
「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
」
』
の
実
現
に
向
け
一
致
団
結

し
英
知
を
結
集
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
大
会
で

は
３
議
案
が
上
程
さ
れ
１
号
議
案
は
「
力
強
い

農
業
」
の
実
現
に
向
け
て
農
業
所
得
を
２０
％
増

や
し
、
新
規
担
い
手
を
年
間
約
１
２
０
０
人
に

倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
目
標
に
し
た
。
２
号

議
案
は
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」
の
た
め

に
、
積
極
的
な
情
報
発
信
で
道
民
５
５
０
万
人

に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
掲
げ
た
。
３
号
議
案
は
基
本
目
標

実
現
に
向
け
た
組
織
の
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん

だ
組
合
員
・
役
職
員
の
人
づ
く
り
を
柱
に
据

え
た
。

　
ま
た
、
今
大
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
農

業
・
農
村
及
び
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
特
別
決
議
も
採
択
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
内

容
の
全
容
と
国
会
決
議
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

説
明
責
任
を
果
た
し
、
生
産
者
の
不
安
を
払
拭

す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
農
協
改
革
に
よ
り
、
一
大
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
大

会
を
通
じ
て
、
今

一
度
、
農
業
と
農

業
協
同
組
合
の
基

盤
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
た
め
、
組

合
員
、
農
協
、
連

合
会
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
実
践

し
、
後
世
に
継
承

す
る
よ
う
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

今大会では約2300人が参加、英知を結集させた

当JAより役職員23名が参加し、一致団結力強い農業を誓った

功労賞受賞を受け喜びの大嶋一美氏

北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る｢

力
強

い
農
業｣

と｢

豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村｣



　
１１
月
５
日
か
ら
６
日
、

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ガ
ト
ー
キ

ン
グ
ダ
ム
サ
ッ
ポ
ロ
に
お

い
て
、
平
成
２７
年
度
Ｊ
Ａ

北
海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
・
北
海
道
家
の
光
大

会
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ

女
性
部
（
部
長 

川
崎
寿

子
）
の
役
員
８
名
を
含
む

５
５
０
名
が
全
道
各
地
か

ら
参
加
致
し
ま
し
た
。
福

島
大
学
行
政
政
策
学
類
　

教
授
の
岩
崎
由
美
子
氏
が

講
演
「
女
性
が
真
に
輝
く
農
業
・
農
村
を
目
指
し
て
」
が
開
催

さ
れ
た
他
、
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
、
家
の
光
持
ち
寄
り

読
書
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
各
地
区
か
ら
ユ

ニ
ー
ク
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
カ
ラ
オ
ケ
で
会
場
は
大
変
賑
わ
い

ま
し
た
。
２
日
目
の
手
作
り
工
夫
展
示
会
で
は
全
道
部
員
か
ら

持
ち
寄
ら
れ
た
手
作
り
の
加
工

品
、
手
芸
品
な
ど
を
多
数
展
示

し
対
話
形
式
で
作
成
者
と
の
意

見
交
換
を
楽
し
み
ま
し
た
。
当

女
性
部
か
ら
は
高
岡
地
区
の
小

池
千
里
さ
ん
が
「
エ
コ
ク
ラ
フ

ト
」
で
「
子
供
用
の
買
い
物
か

ご
」
を
展
示
し
、
か
わ
い
い
デ

ザ
イ
ン
に
注
目
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

平
成
27
年
度 

J
Ａ
北
海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

・
北
海
道
家
の
光
大
会
開
催

後
志
・
石
狩
地
区
合
同
Ｊ
Ａ
青
年
部
研
修
会
開
催

　
後
志
・
石
狩
地
区
合
同
Ｊ
Ａ
青
年
部

研
修
会
が
１１
月
１２
日
、
１３
日
、
札
幌
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
青
年
部

か
ら
は
、
増
田
崇
紘
部
長
を
始
め
と
す

る
部
員
７
名
が
参
加
し
、
後
志
・
石
狩

地
区
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
２
４
３
名
が
一

堂
に
会
す
中
、
自
己
研
鑽
と
親
睦
を
図

り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
各
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た

部
員
が
青
年
部
活
動
に
お
け
る
優
良
事

例
を
発
表
す
る「
活
動
実
績
発
表
」

や
、「
最
新
営
農
技
術
」「
消
費
者
対

応
」「
有
害
鳥
獣
駆
除
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
の
中
か
ら
１
つ
を
選
ん
で
受
講

す
る
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら
の
農
業
体
験
を
発
表
す
る

ス
ピ
ー
チ
大
会
「
青
年
の
主
張
発
表
大
会
」
に
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
藤
岡
裕
寿
さ
ん
が

参
加
し
、
テ
ー
マ
を
「
決
意
」
と
題
し
、
自
ら
が
就
農
に
至
っ
た
経
緯
か
ら
営
農
に
懸

け
る
想
い
を
数
々
の
決
意
と
し
て
発
表
し
た
結
果
、
今
回
参
加
し
た
３
名
の
発
表
者
の

中
か
ら
最
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
、
１２
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
内
で

の
青
年
の
主
張
大
会
へ
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
１２
月
に
開
催
さ
れ
る
全
道
Ｊ
Ａ
青
年

大
会
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
組
青
年
部
の

活
動
を
動
画
で
Ｐ
Ｒ
す
る
「
１
分
間
Ｃ
Ｍ

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
が

自
ら
の
成
長
を
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
育
成
に

な
ぞ
っ
て
作
成
し
た
動
画
を
披
露
し
た

他
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ア
ー
ム
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

CMコンテストで青年部活動をPR
する増田青年部長

藤岡裕寿さん（中央）最優秀賞に選出され全道大会へ

「女性が真に輝く農業・農村を目指して」と題して講演
が開催されました

女性部より（小池千里さん）「子供用買
い物かごのエコクラフト」を展示



　
１１
月
１４
日
か
ら
１５
日
に
、
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
に
て
、

長
イ
モ
ご
ぼ
う
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
共
に
生
憎
の
天
候
で
し

た
が
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
テ
レ
ビ
効
果
も
あ
り
１４
日
は
過
去
最
高
の
売
上

を
記
録
し
ま
し
た
。
ご
来
店
な
さ
っ
た
お
客
さ
ま
か
ら
も
「
石
狩
の
長
イ
モ

は
美
味
し
い
」「
毎
年
来
て
買
っ
て
ま
す
！
」
な
ど
、
長
イ
モ
ご
ぼ
う
即
売
会

が
と
れ
の
さ
と
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
き
て
い
る
事
が
伺
え
ま
し
た
。

　
尚
、
今
年
度
の
営

業
は
１２
月
６
日
を

も
っ
て
終
了
致
し
ま

し
た
。
沢
山
の
ご
来

店
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
　
新
穀
感
謝
祭

　
新
穀
感
謝
祭
が
１１
月
１９
日
に
石
狩
八
幡
神
社
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
役
員
１３
名
、
各
部
長
4
名
に
て
執
り
行
い
、
神
官
の
祝
詞
奏
上

の
後
、
参
列
者
が
玉
串
奉
奠
を
捧
げ
厳
か
に
五
殻
豊
穣
、
組
合
員
皆
様
の
家

内
安
全
と
無
病
息
災
を
御
祈
願
し
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
米
穀
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
契
約
予
定
数
量
４
０
，５
７
３
俵

に
対
し
、
４
７
，７
７
５
俵
（
１１
月
３０
日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
１
等
米
比
率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
撰
選
果
物
に
つ
い
て
は
、
販
売
高
９
３
，０
４
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
（
１０
月
３０
日
現
在
）

　

平
成
27
年
度

　 

長
イ
モ
ご
ぼ
う
即
売
会
開
催

今年も大勢のお客様で賑わいました

来年も豊穣の年になりますようにと御祈願

玉串を捧げ、新穀感謝の様子

即売会初日は過去最高売上でした

石狩の長イモ美味しさで評判



　
１１
月
１２
日
に
Ｊ
Ａ
い
し
か

り
本
店
に
て
職
員
並
び
に

准
職
員
を
対
象
と
し
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
北
海
道
農
業
団
体

健
康
保
険
組
合
か
ら
柴
田
保

健
師
を
お
招
き
し
、
ス
ト
レ

ス
度
比
較
か
ら
始
ま
り
、

個
々
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
解
消
方
法
と
予
防

的
効
果
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
生
活
習
慣
と
ス
ト
レ
ス
に
は
大
き
な
関
連
が
あ
り
、

メ
ン
タ
ル
疾
患
（
精
神
的
負
荷
）
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
事
を
気
づ
き
、
仕
事
（
日
常
生
活
）
を
効
率
よ
く
行
う
に
は
食

事
、
睡
眠
、
運
動
が
重
要
で
有
る
こ
と
を
こ
の
研
修
会
で
更
に
理

解
を
深
め
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 柴田講師によりメンタルヘルス講習

参加者は自分自身のストレス度をチエックし、
予防方法を学ぶ

平
成
27
年
度 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
開
催



農業改良普及センター

今月の技術情報 平成27年12月1日
石狩農業改良普及センター石狩北部支所
TEL（0133）23-2146 FAX23-2887

農業改良普及センター

気  象  経  過
　本年の降雪量は、ここ数年の中では比較的少なく、融雪期は4月3日で平年より8日早く、畑や水田の
耕起作業等は順調に進みました。一方、秋期には豪雨、暴風、降雹等が発生し、一部の地域で作物や施
設で被害を受けるなど、気象変動の激しい年でした。
　しかし、全般的に総じてみる作況は良好な年でありました。

平成27年暖候期の気象経過(新篠津アメダス)

稲  作
 1  生育の概要

（１）水稲～ 「ななつぼし」～

ア　融雪後の気温が高かったため、は種作業と出芽は順調であった。その後も天候は高温多照で推移し、苗の葉数は進み、
　徒長傾向となった。
イ　移植作業は3日ほど進み、活着期で早4日となり、徒長苗の影響で植え傷みが一部で見られたが、分げつ始で早2日
　となった。
　　その後、低温寡照で生育はやや緩慢となり、7月下旬までの低温により止葉期、出穂揃で３日遅い生育となった。
ウ　冷害危険期間は低温遭遇もなく、稔実歩合はやや高く、稔実籾数も多く確保された。
エ　登熟期間は全般的に温度が平年並に確保され、降雨も適度にあったことから登熟はスムーズに進んだ。成熟期は穂数
　が多く、遅2日となった。さらに、台風や発達した低気圧の影響で収穫始は6日、終では遅3日となった。

（２）生育の特徴

ア　㎡当たりの総籾数は、一穂籾数が少なかったものの穂数が多く、7％多かった。また、㎡当たり稔実籾数は、稔実歩
　合が高く3％多かった。
イ　その結果、精玄米収量は登熟歩合がやや低かったが、千粒重は平年並で平年をやや上回る結果となった。また、外観品質
　は高く、タンパク、アミロースも低く、内部品質は良好であった。
ウ　カメムシの発生は一部の地域でやや多発で推移したが、品質には大きく影響する被害はなかった。いもち病の発生も
　見られなかった。

（３）収量・品質の特徴

区　分
出 芽 期
活 着 期
分 げ つ 始
幼穂形成期
止 葉 期
出 穂 期
成 熟 期
は 種 期
移 植 期
収 穫 期

本　年
4 / 2 6
5 / 2 9 
6 / 1 1
7 / 6
7 / 2 4
8 / 4  
9 / 1 8
4 / 2 1 
5 / 2 3 
9 / 2 8

平　年
4 / 2 9 
6 / 2 
6 / 1 3
 7 / 5
 7 / 2 1 
 8 / 1 
 9 / 1 6
4 / 2 2 
5 / 2 6 
9 / 2 4

遅　速
早３
早４ 
早２
遅１
遅３
遅３ 
遅２
早１
早３
遅４ 平成27年水稲収量決定要素（平年対比： 石狩北部）

※平年値は、H20年～26年（中苗・ななつぼし）。   ※精玄米量は1.9mm以上。
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理事会だより

19日

20日

24日

25日

26日

27日

定例理事会

第１回役員推薦会議

サッポロライス中間監査

第３四半期自治監査（～２６日）

ＪＡ組合長会と道内国会議員との意見交換会

ホクレン監査 

４地区合同ＪＡ理事研修（～２７日）

農業委員会総会  

ホクレン常勤役員との意見交換会

11日

12日

14日

16日

17日

18日

19日

11月のあゆみ

第10回定例理事会　～11月19日～

◆ 審 議 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

常勤役員体制の変更について
貸付金の申込み査定について
貸付金の返済条件変更について
労働保険事務組合事務処理規程の一部変更について
役員選任実施要領の一部変更について
除雪業者の選定について
年度末見込について

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

営農経済委員会報告について
農産物出荷状況について
余裕金運用状況報告について
内部審査結果報告について
組合員加入・脱退状況について
お歳暮の対応について
年末手当の支給について
農業委員会総会について
４地区合同JA理事研修会の開催時間変更について

◆ 報 告 事 項 ◆

ＪＡ全道大会     

交通安全街頭啓発      

メンタルヘルス研修会

長いもゴボウ即売会～１５日 

ＪＡグループ北海道経営フォーラム   

ＪＡグループ北海道人づくり検討委員会 

企画会議 

３ＪＡ米・野菜販売ＷＧ会議  

３ＪＡ幹事会議

新穀感謝祭  

年末年始業務のお知らせ年末年始業務のお知らせ年末年始業務のお知らせ総 務 課

各事務所

本　     店

花 畔 支 店
金融共済課

花 畔 支 店
Ａ　Ｔ　Ｍ

八幡給油所

花畔給油所

営農経済部

12月28日
（月）

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

12月29日
（火）

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

休　　業

12月30日
（水）

通常営業※2

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

休　　業

1月1日（金）
 ～3日（日）

休　　業

休　　業

休　　業

休　　業

　

休　　業

1月5日
（火）

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

1月4日
（月）

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

休　　業

※1  1月1日～1月3日まではピット作業をお休みし、営業時間の変更となりますのでよろしくお願いします。ドライブスルー洗車機は通常通りご
　    利用いただけます。

　    花畔給油所営業時間変更

※2  平成27年12月30日、本店ＡＴＭの終了時間は17:00までの営業となります。

期　間：平成27年12月31日、営業時間：7:00～18:00まで（通常時7:00～22:00）　　　　　　
期　間：平成27年1月1～3日、営業時間：8:00～17:00まで（通常時7:00～22:00）

営　業※1

時間変更
営　業※1

時間変更

12月31日
（木）

休　　業

休　　業

休　　業

午前中まで
営　　   業

休　　業




